　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９年５月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（財）東京都サッカー協会少年連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　高 山　清

　新型インフルエンザ流行についての現時点での日本サッカー協会の対応が、２００９年５月１５日付けで出ています。
「新型インフルエンザに関するJFAスポーツ医学委員会からのお知らせ」

　新型インフルエンザの世界的流行の影響を受け、日本国内でも新型インフルエンザの陽性患者が発見されておりますが、JFAスポーツ医学委員会としては、今後とも選手、コーチ、その他のサッカー関係者各位が日本政府の指針にもとづき冷静に対処されることを希望します。

　発熱、呼吸器症状による体調不良の場合は、無理して練習等に参加されることをせず、速やかに各地域発熱相談センターに連絡するようにしてください。また日頃から手洗いとうがいを励行するとともに、マスク等を備蓄し、緊急事態に対応できるよう準備してください。

　また、新型インフルエンザが蔓延している国または地域への不要不急の海外渡航はなるべく避けるとともに。「新型インフルエンザの発生地域」へやむを得ず渡航する場合はマスク、うがい薬等を携帯してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９年５月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人　日本サッカー協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ医学委員会

　また、専務理事　田嶋幸三　名で　海外遠征、来日の対応も出ています。

７月以降の対応については、６月上旬に日本サッカー協会から指針が出るようです。

少年連盟としては、大会延期や中止を現在は考えていません。

日本協会の指針や政府の指針が出た場合は、その指示に従います。

大会会場では、手洗い、うがいの励行を選手、保護者、関係者に呼びかけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
